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資料５

食品安全委員会の７月の運営について（報告）

１．食品安全委員会の開催

第５１回 ７月１日（木）
・小野内閣府特命担当大臣（食品安全）挨拶
・小野大臣、専門調査会座長等を交えて食品安全委員会２年目に向けて意見交換
・ 平成１５年度食品安全委員会運営状況報告書」について決定「
・ 食の安全に関するリスクコミュニケーションの現状と課題」について決定「

第５２回 ７月２日（金）
・食品健康影響評価（添加物 アカネ色素について検討を行い、添加物専門調査会
で取りまとめた審議結果を委員会として了承。同日付けで食品健康影響評価の結
果を厚生労働大臣に通知するとともに、並行して国民からの意見・情報の募集に
着手することを決定）

第５３回 ７月８日（木）
・食品健康影響評価を行うことが明らかに必要でないとき（特別牛乳の容器の口を
覆うべきものの材質として、合成樹脂を加えること）について検討
・食品健康影響評価の要請（動物用医薬品２品目 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス
性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛アデノ
ウイルス感染症混合ワクチン("京都微研"キャトルウィン－６ 、鶏サルモネラ症）
（油性アジュバント加）不活化ワクチン（オイルバックスＳＥＴ ）に関する農林）
水産省からの説明
・食品健康影響評価の要請（ 肉骨粉の焼却灰及び炭化物を肥料として利用すること「
について」及び「蒸製骨粉の製造過程で生ずるにかわかすを肥料として利用する
ことについて ）に関する農林水産省からの説明」
・食品健康影響評価 動物用医薬品 牛用インターフェロンアルファ経口投与剤 ビ（ （
ムロン）について、意見募集の結果を踏まえて検討。同日付で食品健康影響評価
の結果を厚生労働大臣及び農林水産大臣に通知）
・動物用医薬品・肥料・飼料等合同専門調査会（薬剤耐性菌に関するＷＧ）におけ
る審議状況について報告（ 家畜への抗菌性物質の使用により選択される薬剤耐性「
菌の食品健康影響に関する評価指針（案 」について、国民からの意見・情報の募）
集に着手するとともに、意見交換会を開催することを決定）
・日米ＢＳＥ協議に係る第２回専門家及び実務担当者会合（ＷＧ）の概要について
（報告）
・緊急時対応専門調査会に対し、危害要因別緊急時対応マニュアル（案）の検討・
取りまとめ（危害要因の選定を含む ）について、調査審議を求めることを決定。
・食品安全委員会の６月の運営について（報告）
・ 食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等について報告（６月分）「
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第５４回 ７月１５日（木）
・食品健康影響評価の要請（農薬２品目 シアゾファミド及びトルフェンピラド）
に関する厚生労働省からの説明
・アマメシバの粉末等に関する調査について、鹿児島大学病院神経内科・呼吸器内
科 納教授及び国立医薬品食品衛生研究所食品部第３室 穐山室長から中間報告

おさめ あきやま

・食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評価について検討（企画専門調査会が選
定した候補６件のうち 「食中毒の原因菌であるリステリア 「牛等の成長促進剤、 」
として使用される性ホルモン プロゲステロン 安息香酸エストラジオール 放（ 、 ）」「
射線照射食品」については更なる調査を行い委員会で改めて検討することを 「Ｑ、
熱の原因菌 「食品に含まれるトランス脂肪酸（冠状動脈疾患との関係 「アル」 ）」
コール飲料の妊婦及び胎児への影響」についてはファクトシートを作成すること
を決定）
・食品安全モニターに対する第１回アンケート調査（平成１６年度）の結果につい
て（報告）

第５５回 ７月２２日（木）
・食品健康影響評価の要請（肥料２品目 鉱さいりん酸肥料及び腐植酸りん肥）に

ふしょくさん ぴ

関する農林水産省からの説明
・食品健康影響評価（農薬 エチプロールについて、意見募集の結果を踏まえて検
討。同日付で食品健康影響評価の結果を厚生労働大臣に通知）

第５６回 ７月２９日（木）
・食品健康影響評価の要請（魚介類等に含まれるメチル水銀）に関する厚生労働省
からの説明
・食品健康影響評価（添加物 ステアリン酸カルシウムについて、意見募集の結果
を踏まえて検討。同日付で食品健康影響評価の結果を厚生労働大臣に通知）
・食品健康影響評価（動物用医薬品 プロゲステロン及び安息香酸エストラジオー
ルを有効成分とする牛の発情周期同調用膣内挿入剤について、意見募集の結果を
踏まえて検討。同日付で厚生労働大臣及び農林水産大臣に通知）

２．専門調査会の開催

（１）緊急時対応専門調査会
第６回 ７月１４日（水）
・危害要因別緊急時対応マニュアルの作成について検討
・米国で発生したＢＳＥ問題について（報告）

（２）添加物専門調査会
第１０回 ７月２日（金）
・食品健康影響評価（アカネ色素について検討し、審議結果を食品安全委員会に報
告することを決定）
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第１１回 ７月２８日（水）
・食品健康影響評価（ポリソルベート２０、同６０、同６５及び同８０（ポリソル
ベート類）及びプロパノールについて検討。プロパノールに関して国民からの意
見・情報の募集を行うことについて、食品安全委員会に報告することを決定）

（３）農薬専門調査会
第１４回 ７月２１日（水）
・食品健康影響評価（シアゾファミド及びトルフェンピラドについて検討。国民か
らの意見・情報の募集を行うことについて、食品安全委員会に報告することを決
定）

（４）動物用医薬品専門調査会
第１４回 ７月２２日（木）
・食品健康影響評価（動物用医薬品３品目 ①牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下
痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛アデノウイ
ルス感染症混合ワクチン("京都微研"キャトルウィン－６ ②鶏サルモネラ症 油）、 （
性アジュバント加）不活化ワクチン（オイルバックスＳＥＴ）及び③塩酸ラクト
パミンについて検討。①及び②に関して国民からの意見・情報の募集を行うこと
について、食品安全委員会に報告することを決定）

（５）化学物質専門調査会
第１回 ７月２９日（木）
・座長及び座長代理を選出
・国内外における食品中に含まれる化学物質のリスク評価等の状況について説明

（６）プリオン専門調査会
第１２回 ７月１６日（金）
・我が国のＢＳＥ問題全体について 「日本におけるＢＳＥ（牛海綿状脳症）対策に、
ついて（今までの議論を踏まえたたたき台 」を基に検討）

（７）遺伝子組換え食品等専門調査会
第１５回 ７月２３日（金）
・食品健康影響評価（PLA2（ホスホリパーゼA2 、SP572（ペクチナーゼ）及びラウ）
ンドアップ・レディー・テンサイH7-1系統（飼料）について検討）

（８）新開発食品専門調査会
第１３回 ７月２１日（水） １４：００～
・ 特定保健用食品の安全性評価に関する基本的考え方」について取りまとめ「
・食品健康影響評価（キューピー 骨育 カルシウム＆ビタミンK 及びDHA入りリサ２

ーラソーセージについて検討）

第１４回 ７月２１日（水） １５：３０～
・食品健康影響評価（①健康道場 おいしい青汁、②ゴマペプ茶、③リメイク コ
レステブロック 粒及び④黒烏龍茶について検討。①及び②に関して国民からの
意見・情報の募集を行うことについて、食品安全委員会に報告することを決定）
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３．意見交換会等の開催

（１）意見交換会
７月２日（金）
・食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省の主催により 「食品に関するリスクコ、
ミュニケーション（東京）～食品安全の新たな取組みの１年とこれから～」を開
、 「 」 、催し 寺田委員長より 食の安全と安心をめざして のテーマで講演を行った後

欧州食品安全庁（ＥＦＳＡ）から招聘したヘルマン・コエター副長官より「欧州
における食品及び飼料のリスク分析と欧州食品安全庁（ＥＦＳＡ）の活動」のテ
ーマで講演を行った。消費者、生産者、有識者をパネリストとするパネルディス
カッションも行い、会場参加者との意見交換を実施

７月２３日（金）
・食品安全委員会、富山県の主催により 「食の安全・安心シンポジウムinとやま」、
を開催し、見上委員より「食品の安全性確保の仕組みと取組みについて」のテー
マで講演を行った後、消費者、生産者、有識者等をパネリストとするパネルディ
スカッションを行い、会場参加者との意見交換を実施

７月２７日（火）
・食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省近畿農政局等の主催で 「食品に関する、
リスクコミュニケーション～農薬のﾘｽｸｱﾅﾘｼｽ（ﾘｽｸ分析）に関する意見交換会～」
を開催し、リスクコミュニケーション専門調査会の関澤座長による講演のほか、
講演者等によるパネルディスカッション、参加者との意見交換を実施

（２）食品安全モニター会議
・食品安全委員会の取組やリスク評価等についての説明を行い、食品安全モニター
と意見交換を実施
７月 ９日（金 （福岡市：九州８県在住モニター））
７月１３日（火 （仙台市：東北６県在住モニター））
７月１４日（水 （札幌市：北海道在住モニター））
７月２０日（火 （大阪市：大阪府・兵庫県・和歌山県在住モニター））
７月２１日（水 （岡山市：中国５県・四国４県在住モニター））
７月２７日（火 （京都市：北陸３県・滋賀県・京都府・奈良県在住モニター））
７月２８日（水 （名古屋市：岐阜県・静岡県・愛知県・三重県在住モニター））

４．その他

７月２１日（水）～２２日（木）
・東京で日米ＢＳＥ協議に係る第３回専門家及び実務担当者会議（日本側は４名の
専門家及び外務省、厚生労働省、農林水産省が参加。食品安全委員会はオブザー
バーとして出席）

食品安全委員会季刊誌（創刊号）の発刊
・ 食品安全－共に考えよう、食の科学－ （創刊号）を発刊「 」


